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半旬別の気圧配置ごよみ＊

吉野正敏帆福岡義隆＊＊＊

　要約：1956～1965年の10年間の毎日9時の天気図を使って，気圧配置ごよみを作った．気圧配置は6大分

類で・その中を細分して全部で15の型に分類した．すなわち，1・西高東低；II．気圧の谷（a～d）；III．移

動性高気圧（a～d）；IV・前線（a～b）；V・夏型；VI・台風（a～c）；VII．その他；VIII．結合型である．

結果を半旬ごとにまとめその変化をみた．その表によると，特異半旬が認められ，暦や従来の気候学的季節

区分，あるいは特異日との関連を幾つか指摘できた．

　1。　はしがき

　わが国では，天気図型あるいは気圧配置型を分類して，

その月別の変化を調査した結果はいくつか発表されてい

る・例えば・高橋（浩）は，「西高東低・台湾坊主・移

動性高気圧・帯状高気圧・流れだし・梅雨・夏型・北方

移動性高気圧・東高西低・北高・北東風・西高東低くず

れ」の12の天気図型に分類した1）．奥山巌は別の調査で

9の型に分類した2）．

　気圧配置ごよみに密接な関連があるのは気団ごよみ

で・これについては荒川（秀）らの調査がある3）．ここ

ではPσ・P物Tc・Tmとそれぞれの変質したもの，すな

わち8気団の出現度数の月別の値が，札幌・東京・福岡・

高松について求められている．

　気圧配置型ごよみは，毎日毎日の天気図に現われた気

圧配置型を分類したものである．このようなこよみは西

ヨー・ッパの国々ではたいてい作られており4）5）6）7），そ

れらの総合的展望もある8）9）10）．

　2．　気圧配置型の分類

　いま日本を中心とした東アジァ全般の気候分布を規定

するものとしての天候を，主要な気圧配置の出現状態

（出現の季節変化・出現度数・持続性など）と関連させ

て理解し，説明することを目的として，東アジアの気圧

配置型の分類をすると次の通りである．まず型は6つの

大分類で・その中のあるものはさらに細分され結局15の

型に分類した・また，どの型にも分類できない場合は

「その他」の型にしたが，これは主として遷移型や中間

型よりなる・また，重複した型のもので顕著なものを1

つの結合型として設けた．分類は次の通りである．

　1・西高東低（冬型）．

IL　気圧の谷．

III．

IV．

V．

VI．

VII．

a．

b．

C．

d．

a．

b．

C．

d．

a．

b．

a．

b．

C．

　低気圧が北海道または樺太付近を東に進む．

　低気圧が日本海を北東に進む．

　低気圧が台湾から日本の太平洋岸を東～東北東

　に進む．

　2っ玉低気圧．または日本海と太平洋に低圧
　部．

移動性高気圧．

　日本の北方または北部を東に進む．

　日本列島上，主として本州の上を東に進む．

帯状高気圧．

　日本の太平洋岸または南方を東に進む．
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VIII．

　以上の基準によって1956～1965年の10年間の毎日毎日

の気圧配置型を分類した．資料としては「天気図10年集

前線．

　日本列島上をほぽ東西方向に走る主として停滞

　性の前線．

　太平洋岸または日本南方をほぼ東西方向に走る

　主として停滞性の前線．

南高北低（夏型．原則として北太平洋高気圧が日

本列島を支配）．

台風

　台風が南九州より南方の海上にある場合．　（図

　1参照）

　台風が本州およびその接岸地帯にある場合．

　（図1参照）

　台風が北日本にある場合．（図1参照）

その他．　（例えば移行型III・～IIゴなど．中間型

IVb　or　Vなど）

結合型．　（主としてII。＋II。）

、天気”14．7．
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表1　気圧配置ごよみの半旬ごとの変化（1956～1965年の平均）
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成」を用いた．そのカレソダrはここでは紙面のつごう

上省略する．次にその10年間について行った結果を半旬

ごとにまとめて集計した値を，表1にあげておく．

　3．　半旬別気圧配置ごよみの考察

1967年7月

　表1から，気圧配置にもシソギュラリティ的なものが

あることがわかる．そこで，この表にあらわれた特異な

半旬についてぬきだし，従来の季節区分に関する研究結

果やシソギュラリティと比較検討しながら，半旬別気圧

11
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単位は50目のうちの日数．×2％
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　0　　0
（1）　（2）

　5　　7

　3　　3

66
11／22
　～

i1／26

16

　3

　5

　4

　5
（17）

　3

　8

　0

　1

（12）

　0

　1

（1）

　0

　1

　0

　0

（1）

　2

　1

67
11／27
　～

12／1

15

　0

　3

　3

　3

（9）

　4

　6

　7

　2

（19）

　0

　0

（0）

　0

　0

　0

　0

（0）

　4

　3

68
12／2
～

12／6

16

　4

　2

　3

　4
（13）

　1

　9

　2

　4
（16）

　0

　0

（0）

　0

　1

　0

　0

（1）

　1

　3

69
12／7
　～

12／11

15

　4

　5

　0

　2

（11）

　2

　7

　5

　7

（21）

　1

　0

（1）

　O

　O

　O

　O

（0）

　1

　1

70
12／12

　～

12／16

18

　0

　5

　1

　2

（8）

　0

　9

　2

　6

（17）

　1

　2

（3）

　0

　0

　0

　0

（0）

　2

　2

71

12／17
　～

12／21

21

　5

　1

　6

　3

（15）

　0

　0

　4

　5

（9）

　2

　1

（3）

　0

　0

　0

　0

（0）

　2

　0

72
12／22

　～

12／26

14

　0

　4

　6

　2

（12）

　1

　5

　1

12
（19）

　0

　1

（1）

　1

　0

　0

　0

（0）

　2

　1

73
12／27
　～

12／31

16

　2

　2

　2

　3

（9）

　4

　5

　0

　4
（13）

　2

　2

（4）

　0

　0

　0

　0

（0）

　5

　3

配置ごよみについての考察を試みた．

　まず，1の冬型の気圧配置は第5半旬（1月21～25日）

に極大を示している．これは暦の大寒に相当し，また高

橋の季節区分12）における“寒’，（1月26日土12日）にほ

12

ぽ対応する．第8半旬（2月5～9日）で1型が急減す

るが，これは立春で高橋の区分とまったく一致してい

る．しかし坂田13）14）のものは多少おそくなっている．立

春のころ1型が減るのに呼応してIlc型，すなわち気圧

、天気”14．7．
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　　　　　　　なわち梅雨前線の回数が急激に増す．梅雨の入りの平年

　　　　　　　値がちようどこのときである．第36半旬（6月25～29日）

　　　　　　　から急にIV。型が多くなり，日本における梅雨のクライ

　　　　　　　マックスになる．第40半旬（7月15～19日）から夏型

　40　　　　（V型）が急に多くなる。第41半旬（7月20～24日）は

　　　　　　　梅雨と夏の境で，“土用の丑の日”・いよいよ暑くなる・

　　　　　　　次の第42～43半旬（7月25日～8月3日）はV型（夏型）

　　　　　　　が卓越し，第44半旬（8月4～8日）にこれがめだって

　　o　　　減る．これが立秋に相当しているのはおもしろい・しか

　　　　　　　し，続く第45～46半旬（8月9～18日にはまたV型が多

　　　　　　　くなり，もう一度盛夏がくることを示す・第49～52半旬

　　　　　　　（8月29日～9月17日）はあまり顕著でないが・ややIV

　　　　　　　型が多く，いわば秋雨前線に相当するものであろう．台
　　。20
　　　　　　　風についてはあとでまとめて記す・第53～54半旬（9月

　　　　　　　18～27日）にいったん冬型が出る．いわば季節風のはし

　図1　VI型（台風）のうち，VIα，VIわ，VI・の区域

の谷（低気圧が太平洋岸）の通過が多くなっていること

は興味深い．しかし，その後また1型（冬型）が多くな

る．日本海低気圧のIlb型は第10半旬（2月15～19日）

に多くなり，・・春一番”を示している・第15半旬（3月

12～16日）ではその前後に比較して1型（冬型）がめだ

って多く，同時に・IIlb型，すなわち本州上を移動性高気

圧がおおう型も多い．これは始めは冬型で吹きだした季

節風が急速に弱まり，高気圧は移動高となって本州を掩

うことが多いためであろう．このころ東京の日照時間を

平年値でみると異常に多くなっているのもこのためらし

い．高橋による“春の入り”（3月11日±16日）にこれ

が相当しよう．第17半旬（3月22～26日）ではII型が

多くなりIII型が少なくなっている・長尾によると・4

月6日のシソギュラリティには，日本の南海岸にそって

前線が停滞しやすい傾向があるというが15）16）・この調査

でも第20半旬（4月6～10日）において前線型IV・型が

前後の半旬にくらべて，急激に増大している・そしてそ

のシンギュラリティの前後で日本付近を多くの高気圧や

低気圧が通過するという傾向も，この調査では特に移動

性高気圧が本州上を通過するIIlb型に現われている・第

24半旬（4月26～30日）は圧倒的にIIlb型が多く・続く

半旬とともに立夏の候，いわゆる八十八夜の別れ霜をも

たらす移動性高気圧で，その回数が多いことを意味して

いる．第28半旬（5月16～20日）にはIVb型，すなわち

南方に梅雨前線がではじめ，その回数がややめだつ・い

わゆる走り梅雨である．第32半旬（6月5～9日）から

はII型すなわち気圧の谷の通過が減り・代ってIV型す

1967年7月

りであり，第58半旬（10月13～17日）からは定常的にで

はじめる．第62半旬（11月2～6日）はIIIわ型が前後に

くらべめだって多く，11月3日のシンギュラリティ，す

なわち移動性高気圧による好天気の存在を物語ってい

る．第71半旬（12月17～21日）には冬型の極大がでて・

その後の半旬が意外に少なく，一種の特異半旬となって

いる・7）・8）．特に南日本で，このころ日最低気温が1時高

くなる傾向にあることと一致している・以上をまとめて

表2に示した．

　なお，台風については，田口竜雄の「日本気象史料」

より1610～1887年の間の頻度を半旬別に調べたものがあ

る19）．表3からも明らかなように，台風襲来のシソギュ

ラリティとされている7月25日，8月16日・8月26日・

9月15日，9月25日，の各日を含む半旬が・今回の調査

においてもその大勢の一致を示している・

　以上は半旬別気圧配置ごよみを他の季節区分または地

上の気象状態によるシソギュラリティとの関連で検討し

たものである．次に高層天気図（北半球規模）の気圧配

置パターソからみた季節変化の解析結果と比較してみ

た．八重樫は1946～56年の10年間（55年欠）の高層天気

図を用いて半旬別500mb高度面図を作り・その季節変

化の中に一種のシソギュラリティーを指摘している20）・

例えば第8半旬に北日本辺りで500mb高度の上昇域が

みられ，本調査での1型が急減してII・型とIIIわ型が急

増する立春を特徴づけている．また500mb高度の上昇

率の極大が第17半旬と41半旬に現われるというが・本調

査ではそれに対応して第17半旬は11・型が多く第18半

旬はIIIわとIIld型が多くなる・第41～42半旬ではV

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13
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表2　表1に現われた特異半旬のリストと従来の季節区分・特異日との関連

表1に現われた特異半旬

番号
半旬

　　5

　8

　15

　17

　20

　24

　28

　32

　36

　41

42～43

　44

45～46

　47

49～52

　52

53～54

　58

　62

　66

　71

72～73

半 旬

　　1月21～25日

　2月5～9日
　3月12～16日

　3月22～26日

　4月6～10日

　4月26～30日

　5月16～20日
　6月5～9日

　6月25～29日

　7月20～24日
7月25日～8月3日

　8月4～8日

　8月9～18日

　8月19～23日
8月29日～9月17日

　9月13～17日

　9月18～27日
　10月13～17日

　11月2～6日
　11月22～26目

　12月17～21日

　12月22～31日

気　圧　配　置

1型極大

1型急減Ilc型多し

1，IIIわ型多し

II型多くIII型少し
IVα型多し

IIIδ型多し

IVδ型多し

IV型多くなる

IVα型多し

IV型が減りV型が増加

V型卓越

V型1時減る
V型多し

VI型極大

IV型多し

VI型極大

1型現われる

1型定常化
IIIb型多し

1型急増

1型極大

1型やや減る

季　　節

大　寒

立　春

春の入り

｛立夏（八十八
夜のころ）

走り梅雨

梅雨の入り

梅雨最盛期

梅雨あけ

暑

立　秋

残　暑

霜　雨

220日

立 冬

高　　橋

1月26日±12日

2月3日土13日

3月11日±16日

4月30日土8日

6月5日土7日

7月18日土7日

8月4日土12日

9月11日土6日

11月20日±10日

坂　　田

2月10日

（3月22日）

3月22日

（5月17日）

6月10日

7月20日

（9月23日）

（II月27日）

栗原または長尾

4月6日（長）

4月23～24日（栗）

9月29・30日（栗）

10月14日（栗）

11月3日

12月26～29日（栗）

表3　（1610～1887年）と（1956～1965年）の半旬別の台風襲来頻度の比較

半旬番号

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

半　　旬

7月5～9日
　　10～14

　　15～19

　　20～24

　　25～29

　30～3

8月4～8

　　9～13
　　14～18

　　19～23

　24～28

　29～2

ユ610～1887

6
10

8
9

16＊

15

20

19

34＊

23

39＊

36

1956～1965

0
0
0
3
5

11

12

9
14

22

i4

7

1半旬番号

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

半　　旬

9月3～7日
　　8～12
　　13～17

　　18～22

　　23～27

　　28～2

10月3～7日

　　8～12
　　13～17

　　18～22

　　23～27

　　28～1

161・一1887い956－1965

37

43

47＊

24

41＊

23

28

23

14

9
9
2

7
6

12

3
12

3
3
3
1
3
4
3

　　＊台風襲来日シンギュラリティー（19）

（夏）型が多くなる．500mb高度の下降域が9月初旬よ

り拡大しっっ南下しはじめるということも，本調査にお

いては第49半旬からIV型が多くなり，第50半旬よりII

　14

型が多くなっていることと対応している．しかし，取扱

っている年代に10年のずれがあるので，詳細は目下調査

中の10年間（1946～55年）の気圧配置ごよみによって，

、天気”14．7．
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さらに検討してみたい．また，北西季節風による乾燥期

間は表日本では11月29日ごろから始まり，南部では2月

10日ごろ，北部では2月末に終る．この間，日降水量は

1～2mmで終始するという21）．これらの日は，それぞ

れ表1で特異半旬としてでている．

　また，中国では最近，1年の自然季節を7季に区分し

た22）．第13～20半旬（3月2日～4月10日）を晩冬とし

ているが，第13半旬から急に1型が少なくなっており，

すでに述べた通り第20半旬は特異半旬である．第21～32

半旬（4月11日～6月9日）を春としたが，梅雨の入り

前まででこれも特異半旬と一致している．また10月22日

までを秋，10月23日からを初冬としたが，これも表1に

あるように1型の出現が段階的変化をするところで，極

めてよく一致している．

　4．　あとがき

　1956～1965年の10年間についての気圧配置ごよみを作

り，その半旬別の値によって年変化をみた．その結果，

シンギュラリティーに相当する特異半旬が認められ，長

期予報や気候学的季節区分に有力な手がかりとなること

がわかった．

　その後，1946～1955年の10年間についても全く同様の

調査をしたが，上記のいくつかの特異半旬のうちの2～

3は若干ずれて現われることがわかった．また，夏型

（V型）だけについては，1907～1966年の60年について

その出現状態を調べたが，長期の変動が認められた．こ

れらについては，次の機会に報告したい．
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